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ナギランとその類縁種のアキザキナギラン， マヤ ランについて，日本の11場所，外国 
の4場所産の野生株の染色体数を算定し，3種がいずれも 2n = 38 であることがわかっ 
た。但し，ナギランで 2n=38+l 過剰染色体，アキザキナギランで 2n = 38+5B の各 
1株，アキザキナギランで 2n=57 (3 倍体）1株が見出だされた 0 この結果， Cymbi^ 
dium 属には，その大多数の種が 2n=40 であるのに対して， 2n = 38 の小種群が存在 
することがわかった。 


□小林義雄 • 大谷吉雄 • 萩原博光(編）： 南方熊楠菌誌 第一巻177 pp.1987 . 自費出版 
(和歌山県田辺市中屋敷町36南方文枝 ).¥7500 (送料 ¥400). 熊楠の採集した真菌類 
で少くとも標本，彩色図，記載のいずれかが保存されているものは4,750件ある由であ 
る。今回は 1) 盤菌綱102点について可能なかぎりの同定がなされ（日本新産2種)，熊 
楠の メモ （記載または採集データ）が活字にされている〇 2) 膠質菌類，腹菌類 ，キシラ 
リャ， ッラフ， その他として，同定された69種の メモが 活字にされ，熊楠全集から16の 
文章が転載されている。 3) 変形菌類については熊楠と弟子達によるリストを中心に， 
全集からの転載文がちりばめられている。近く第二巻が予定されている。県外の方は 小 
林氏（千葉県船橋市丸山町 5-33-1) に連絡するとよい。 （三浦宏一郎) 



